
 

山下公園の巨大な氷川丸を背に笑顔の２年生 

５
月

10
日(

金)

に
１
年
生
を

対
象
に
し
た
情
報
集
中
講
義
が
第

一
体
育
館
に
て
行
わ
れ
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
薬
物
乱
用
と
の
向

き
合
い
方
を
学
ん
だ
。 

前
半
は
情
報
科
の
芦
澤
貴
央
先

生
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ

い
て
の
講
義
。
芦
澤
先
生
は
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
つ
い
て
節

度
あ
る
使
い
方
を
し
て
ほ
し
い
」

コミュニケーションの
コツは対面にあり 

と
語
る
。
最
近
はSNS

で
の
日
常

会
話
が
増
え
す
ぎ
、
対
面
で
の
会

話
に
苦
手
意
識
を
感
じ
て
し
ま
っ

た
り
、
相
手
と
の
距
離
感
を
つ
か

め
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る

人
が
増
え
て
い
る
そ
う
。
初
対
面

の
人
と
の
関
わ
り
方
も
学
べ
る
た

め
、
人
と
は
な
る
べ
く
会
っ
て
話

す
べ
き
と
推
奨
し
た
。 

後
半
に
は
外
部
か
ら
来
た
２
人

の
先
生
の
講
義
が
行
わ
れ
た
。
１

つ
目
は
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
講

座
。
講
師
は
、
ア
デ
ィ
シ
ュ
会
社

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
三
角

梨
奈
さ
ん
だ
。
高
校
生
が
よ
く
使

う
ア
プ
リ
を
例
に
挙
げ
て
ソ
ー
シ

ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
正
し
い
向
き
合

い
方
を
伝
え
た
。
三
角
さ
ん
は
「
１

歩
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い

方
を
間
違
え
る
と
取
り
返
し
の
つ

か
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
１
度

立
ち
止
ま
っ
て
自
分
の
行
為
を
見

直
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
警
鐘

を
鳴
ら
し
た
。 

２
つ
目
は
「
薬
物
の
真
実
を
知

ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
義
。

外
部
の
講
師
の
方
か
ら
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

な
ど
を
通
じ
て
、
薬
物
乱
用
を
防

止
す
る
重
要
性
を
伝
え
た
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
薬
物
の
知

識
を
正
し
く
識
別
し
て
い
く
こ
と

を
大
切
に
し
よ
う
。 

 
(

卵
・
鷽) 

５
月
10
日(
金)

、
２
学
年
春
の
校
外
学
習
が
30
年
ぶ
り
に
横
浜
で
行
わ
れ
た
。
当
日
は

快
晴
に
恵
ま
れ
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
事
前
学
習
で
調
べ
た
資
料
を
基
に
、
横
浜
の
様
々
な

名
所
に
つ
い
て
知
識
や
見
解
を
深
め
た
。         

 
 
 
 
 
 

(

２
年
生
共
同
取
材) 

今
回
２
年
生
は
み
な
と
み
ら
い

エ
リ
ア
、
関
内
エ
リ
ア
、
山
下
公

園
・
山
手
エ
リ
ア
、
三
渓
園
、
野

毛
山
動
物
園
の
見
学
場
所
を
各
班

で
ま
わ
っ
た
。
独
自
の
文
化
を
持

つ
港
町
・
横
浜
の
魅
力
に
触
れ
る

と
と
も
に
、
班
行
動
を
通
し
て
新

た
な
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
交
流
を
深

め
た
。 

 
 

カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
の 

魅
力
に
触
れ
る 

 

み
な
と
み
ら
い
駅
か
ら
徒
歩
８

分
の
場
所
に
あ
る
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド

ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。
こ
こ
で
は
世

界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
を
作
る
こ
と
が

で
き
る
。
カ
ッ
プ
に
イ
ラ
ス
ト
な

ど
を
描
い
て
好
み
の
ス
ー
プ
と
ト

入
り
口
に
置
か
れ
た
看
板
の 

前
で
写
真
を
撮
る
３
年
生 

中には日本で売られていな
い珍しいパッケージも 

（１） 

ッ
ピ
ン
グ
具
材
を
選
ぶ
。
味
の
組

み
合
わ
せ
は
合
計
５
４
６
０
通
り

も
あ
る
と
い
う
。
班
員
同
士
で
相

談
し
な
が
ら
、
デ
ザ
イ
ン
や
具
材

を
和
気
あ
い
あ
い
と
決
め
て
い
る

場
面
も
見
ら
れ
た
。 

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
ヒ
ス

ト
リ
ー
キ
ュ
ー
ブ
で
は
チ
キ
ン
ラ

ー
メ
ン
を
は
じ
め
、
３
０
０
０
点

を
超
え
る
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ

ン
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
展
示
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。 

２０１９年（令和元年）５月１６日（木曜日） No. ２９２（RE） ２版 

・・・・・・・ 

分
も
あ
る
。「
飾
り
毛
布
」
も
そ
の

１
つ
。
給
仕
が
客
室
の
毛
布
を
た

た
む
際
、
花
や
富
士
山
な
ど
に
見

立
て
た
畳
み
方
を
し
た
そ
う
だ
。

こ
の
よ
う
な
日
本
独
特
の
細
や
か

な
お
も
て
な
し
は
、
乗
客
や
乗
組

員
達
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
と

い
う
。
外
国
と
長
い
歴
史
が
あ
る

横
浜
で
、
日
本
の
お
も
て
な
し
の

心
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 美
食
満
載
の
中
華
街 

 

横
浜
高
速
鉄
道
元
町
・
中
華
街

駅
で
電
車
を
降
り
、
地
上
に
出
る

と
目
の
前
に
は
中
華
街
東
門
が
現

れ
る
。
人
で
あ
ふ
れ
る
東
門
を
く

ぐ
る
と
、
中
国
風
の
建
物
が
所
狭

し
と
軒
を
連
ね
る
中
華
街
。
錦
城

生
は
も
ち
ろ
ん
他
校
の
校
外
学
習

中
の
生
徒
も
多
く
見
ら
れ
、
平
日

な
が
ら
多
く
の
人
で
あ
ふ
れ
て
い

た
。
店
先
に
は
小
籠
包
や
肉
ま
ん

と
い
っ
た
中
国
料
理
を
は
じ
め
、

苺
飴
や
タ
ピ
オ
カ
と
い
っ
た
若
者

に
人
気
の
も
の
も
売
ら
れ
て
い

た
。
多
く
の
人
が
小
籠
包
や
タ
ピ

オ
カ
の
カ
ッ
プ
を
片
手
に
食
べ
歩

き
を
楽
し
ん
で
い
た
。 

中
華
街
で
食
べ
放
題
を
し
た
人

は
「
個
室
で
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
が

あ
り
ま
し
た
。
は
じ
め
て
の
体
験

だ
っ
た
の
で
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が

り
ま
し
た
」
と
話
す
。
一
方
、
刀

削
麺
を
注
文
し
た
１
人
は
予
想
外

の
量
に
「
こ
ん
な
に
入
っ
て
い
る

と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
苦
し

そ
う
な
表
情
を
見
せ
た
。
ど
の
班

も
新
し
い
仲
間
と
昼
食
や
食
べ
歩

き
を
楽
し
め
た
よ
う
だ
っ
た
。 
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一
面
：
２
年
生
春
の
横
浜
校
外
学
習 

 
 
 
 

錦
城
祭
に
向
け
て
準
備
進
む 

二
面
：
Ｇ
Ｗ
部
活
動
大
特
集 

 
 
 
 

囲
碁
の
世
界
で
活
躍
す
る
錦
城
生 
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先
人
の
憩
い
の
場
・
三
渓
園 

 

３
つ
の
エ
リ
ア
か
ら
離
れ
た
と

こ
ろ
に
位
置
す
る
「
三
溪
園
」
は
、

明
治
時
代
末
か
ら
大
正
時
代
に
か

け
て
、
製
糸
・
生
糸
貿
易
で
財
を

な
し
た
横
浜
の
実
業
家
・
原
三
溪

の
日
本
庭
園
だ
。
一
般
に
公
開
さ

れ
た
外
苑
と
、
三
溪
が
私
庭
と
し

て
い
た
内
苑
の
２
つ
か
ら
な
り
、

外
苑
に
は
京
都
や
鎌
倉
な
ど
か
ら

むらさき草 

集
め
ら
れ
た

17
棟
の
歴
史
的
建

造
物
が
数
多
く
立
ち
並
ぶ
。 

正
門
を
入
る
と
、
小
舟
の
浮
か

ぶ
大
池
が
広
が
る
。
外
苑
を
さ
ら

に
歩
い
て
い
く
と
室
町
時
代
の
建

造
物
、
三
重
塔
が
。
三
重
塔
近
く

の
長
い
階
段
を
上
る
と
、
横
浜
の

港
を
一
望
で
き
た
。
そ
の
後
、
江

戸
時
代
に
作
ら
れ
た
合
掌
造
り
の

民
家
「
旧
矢
箆
原
家
住
宅
」
を
見

学
。
家
の
中
で
は
、
当
時
の
空
気

を
感
じ
な
が
ら
ガ
イ
ド
の
説
明
を

聞
く
生
徒
の
姿
も
。
薪
が
く
べ
ら

れ
た
い
ろ
り
や
家
具
か
ら
、
当
時

の
生
活
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。 

見
学
後
は
園
内
の
茶
屋
で
ほ
っ

と
一
息
。
ガ
イ
ド
さ
ん
お
す
す
め

の
桜
ア
イ
ス
や
お
団
子
、
梅
か
き

氷
を
食
べ
た
。 

５
月
２
日(

木)

に
３
年
生
が
、

四
季
劇
場[

夏]

で
「
ラ
イ
オ
ン
キ

ン
グ
」
を
観
劇
し
た
。「
ラ
イ
オ
ン

キ
ン
グ
」
は
今
年
で
20
周
年
を
迎

え
る
超
ロ
ン
グ
ヒ
ッ
ト
作
品
。
ラ

イ
オ
ン
の
王
が
治
め
る
動
物
達
の

世
界
を
舞
台
に
、
家
族
や
仲
間
、

先
祖
、
生
命
の
繋
が
り
の
大
切
さ

を
訴
え
る
作
品
だ
。 

主
人
公
シ
ン
バ
は
、
ラ
イ
オ
ン

の
王
子
様
。
や
ん
ち
ゃ
な
性
格
だ

が
、
心
優
し
い
父
で
あ
る
ム
フ
ァ

サ
や
友
人
の
ナ
ラ
、
執
事
の
ザ
ズ

 

奥
に
進
む
と
、
百
福
シ
ア
タ
ー

で
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
と
カ

ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
を
発
明
し
、
イ
ン

ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
の
父
と
呼
ば

れ
る
安
藤
百
福
の
生
涯
に
つ
い
て

可
愛
ら
し
い
Ｃ
Ｇ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
で
紹
介
さ
れ
た
。
見
て
い
た
生

徒
か
ら
は
笑
い
声
も
あ
が
っ
た
。 

 

海
に
浮
か
ぶ 

重
要
文
化
財
・
氷
川
丸 

 

中
華
街
か
ら
ほ
ど
近
い
山
下
公

園
内
に
係
留
保
存
さ
れ
て
い
る
日

本
郵
船
氷
川
丸
は
、
１
９
３
０
年

に
建
造
さ
れ
て
か
ら
30
年
、
実
際

に
航
行
し
て
い
た
貨
客
船
。
山
下

公
園
で
一
際
目
を
引
く
こ
の
大
き

な
船
は
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
、

現
在
は
船
の
内
装
や
氷
川
丸
に
関

す
る
資
料
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。 船

内
の
廊
下
を
進
む
と
、
ダ
ン

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
の
会
場
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
一
等
社
交
室
が
あ

り
、
こ
こ
で
は
実
際
に
ソ
フ
ァ
に

座
る
こ
と
が
出
来
た
。
ふ
か
ふ
か

の
ソ
フ
ァ
に
座
り
、
優
雅
な
装
飾

が
施
さ
れ
た
室
内
に
居
る
と
、
本

当
に
乗
客
に
な
っ
た
気
分
を
味
わ

え
る
。
操
縦
室
の
窓
の
外
に
は
広

大
な
海
が
広
が
り
、
横
浜
の
空
気

を
存
分
に
感
じ
た
。 

氷
川
丸
の
内
装
は
洋
式
だ
が
、

中
に
は
日
本
ら
し
さ
を
感
じ
る
部

今年の錦城祭のテーマが「星河一天

～新時代の輝き～」に決定した。錦城

祭実行委員長の森彩葉さん(２Ｍ)に

よると星河一天という四字熟語は、空

いっぱいに数えきれないほどの星が

輝いているという意味で「錦城生１人

ひとりが輝いてほしい、新しい自分の
輝きを見つけてほしい」といった意味を込めたという。 

 また、今年から審査基準に錦城祭のテーマと企画の関連づけを

することが加わった。目指すものは統一感。去年のテーマである

百花繚乱で、花飾りなどにより偶然統一感が出ていたことがきっ

かけになったという。とはいえテーマの解釈を１つに縛るのでは

なく「色々な解釈をして企画を考えていいと思う」と森さんは語

った。結果通知も去年までと異なり、生徒会の意見箱付近に張り

出すそうだ。さらに、企画投票の表彰を全校生徒の前できちんと

行い、大賞のクラスには景品を贈る予定もあるという。 

最後に森さんは「テーマを作った目的である、学校を 1 つにす

ることを目指して頑張ります。盛り上がっていきましょう」と錦

城祭への意気込みを述べつつ「ポスターなどの絵を募集していま

す。詳細はクラスに掲示している錦城祭だよりに掲載しているた

め、ぜひ応募してください」と協力を求めた。       (薊) 

「
令
和
」
の
幕
が
開
い
た
５
月
１
日
か
ら
、
４
日
連
続
で

プ
ロ
野
球
の
試
合
を
所
沢
の
メ
ッ
ト
ラ
イ
フ
ド
ー
ム
で
観

戦
し
た
。
４
日
間
と
も
選
手
た
ち
は
大
き
な
歓
声
を
浴
び
な

が
ら
、
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
を
駆
け
抜
け
て
い
た
▼
今
ま
で
約
１

０
０
試
合
を
現
地
で
観
て
き
た
が
、
忘
れ
ら
れ
な
い
試
合
が

あ
る
。
そ
れ
は
２
０
１
４
年
７
月
２
日
の
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ

ン
ズ
対
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
戦
▼
こ
の
日
は

現
在
メ
ジ
ャ
ー
で
活
躍
す
る
菊
池
雄
星
選
手
と
大
谷
翔
平

「ポスターの絵も 
募集中です」と委員長 

ー
な
ど
の
仲
間
た
ち
に
囲
ま
れ
、

健
や
か
な
生
活
を
送
る
。
し
か
し

あ
る
日
、
叔
父
の
ス
カ
ー
に
騙
さ

れ
シ
ン
バ
は
父
親
を
失
う
こ
と

に
。
失
意
に
暮
れ
失
踪
し
て
し
ま

っ
た
シ
ン
バ
の
目
の
前
に
現
れ
た

の
は
、
ミ
ー
ア
キ
ャ
ッ
ト
の
テ
ィ

モ
ン
と
イ
ボ
イ
ノ
シ
シ
の
プ
ン
バ

ァ
だ
っ
た
。
２
匹
に
よ
り
元
気
を

取
り
戻
し
た
シ
ン
バ
は
、
ス
カ
ー

の
討
伐
に
向
か
う
。 

物
語
の
大
き
な
見
ど
こ
ろ
の
１

つ
は
最
初
の
５
分
間
。
情
熱
的
な

品格のある庭園に 
趣を感じる 

選
手
の
投
げ
合
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
野
球
フ
ァ
ン
が
注

目
し
て
い
た
。
場
面
は
９
回
裏
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
２
点
ビ
ハ
イ
ン
ド

か
ら
ラ
ン
ナ
ー
を
２
人
出
し
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
の
状

況
を
作
っ
た
▼
こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
途
中
出
場
の
斉
藤
彰
吾
選
手
に
打

席
が
回
る
。
プ
ロ
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
１
本
も
打
っ
た
こ
と
が
な
い
彼

だ
か
ら
、「
逆
転
は
不
可
能
だ
」
と
思
い
こ
の
場
面
を
観
て
い
た
。
し

か
し
彼
は
甘
く
入
っ
た
ス
ラ
イ
ダ
ー
を
強
く
叩
い
た
。
打
球
は
大
声

援
と
共
に
ス
タ
ン
ド
へ
。
試
合
に
終
止
符
を
打
つ
サ
ヨ
ナ
ラ
ホ
ー
ム

ラ
ン
と
な
っ
た
。
そ
の
と
き
「
た
っ
た
１
球
で
こ
ん
な
こ
と
が
起
き

る
の
か
」
と
度
肝
を
抜
か
れ
た
。
試
合
前
誰
よ
り
も
先
に
球
場
入
り

し
、
人
知
れ
ず
汗
を
流
し
て
い
た
彼
の
努
力
が
実
を
結
ん
だ
瞬
間
で

あ
っ
た
。
▼
昭
和
の
大
投
手
江
夏
豊
選
手
は
「
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は
１
球

で
地
獄
を
見
る
。
バ
ッ
タ
ー
は
１
球
で
天
国
へ
上
が
れ
る
」
と
話
し

て
い
る
。
あ
の
試
合
、
斉
藤
選
手
は
一
振
り
で
天
国
へ
上
が
れ
た
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
相
手
投
手
に
と
っ
て
は
地
獄
な
試
合
と
な
っ

た
だ
ろ
う
。
▼
チ
ャ
ン
ス
は
い
つ
で
も
周
り
に
転
が
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
実
力
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
そ
れ
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
。
だ
か
ら
私
も
勉
強
や
進
路
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
に
備
え
、
日
々

「
素
振
り
」
の
よ
う
な
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
る
。
も
し
、
チ
ャ
ン

ス
が
訪
れ
た
と
き
に
は
斉
藤
選
手
の
よ
う
に
最
大
限
の
「
フ
ル
ス
イ

ン
グ
」
で
よ
り
よ
い
人
生
を
送
れ
る
よ
う
に
努
め
た
い
。 

 
 

（
李
） 

           

音
楽
に
の
せ
、
象
や
シ
マ
ウ
マ
、

キ
リ
ン
な
ど
の
動
物
た
ち
が
主
人

公
の
ラ
イ
オ
ン
「
シ
ン
バ
」
の
誕

生
を
「
サ
ー
ク
ル
・
オ
ブ
・
ラ
イ

フ
」
を
合
唱
し
称
え
る
。
一
曲
が

終
わ
る
と
、
客
席
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
た
。 

終
演
後
「
迫
力
が
す
ご
か
っ
た
」

「
音
楽
が
か
っ
こ
よ
か
っ
た
」「
声

量
に
圧
倒
さ
れ
た
」
な
ど
多
く
の

錦
城
生
が
口
々
に
感
想
を
言
い
合

っ
て
い
た
。
荒
川
和
穂
さ
ん(

３

Ｇ)

は
「
映
画
の
世
界
観
を
舞
台
上

で
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
な
が
ら
見
事

に
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
感
動
し

ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。(

巴) 

５月１５日(水)、第１

体育館に生徒総会が行わ

れた。各団体の予算につ

いて、賛成多数で承認さ

れた。次号以降で詳しく

お伝えする。 



（２） 
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・・・・・・・ 

４月後半からゴールデンウィークにかけて様々な部活の大会

が行われ、多くの錦城生が活躍した。その中から関東大会出場を

決めた空手道部やバドミントン部をはじめ、好成績を収めた部活

を取材した。各部活、大会の感想と、これからの目標や後輩達へ

のメッセージを聞いた。          (編集部共同取材) 

 

チームの協力のおかげで

ベスト３２になれました 

インハイ予選ではベス

ト８を目指します 

関東大会ベスト８

が目標です 

日頃から基礎を意識

しています 

最後の大会で表彰台に上れ

て良かったと４人 

お互いの応援が力になりました 

モットーは 

「謙虚かつうるさく」 

『旗捧(かくめい)』のフィナーレ 

圧巻の踊りに引き込まれる 

先輩たちの思いを背負って関東へ 

将棋部に所属している金ユリさん(２Ｄ)。全国高校囲碁選手権大会

で初段に認定されている。２歳から囲碁を始め、現在も囲碁教室に通い

続けているそう。親がコンピューターを使って囲碁をしているのを見

て、興味を持ったことから囲碁を始めた。 

囲碁の特徴について金さんは「囲碁は他のボードゲームに比べ手が

多く、碁石を取ったり陣地を増やしたり、色々と考えることが多いで

す」と話す。また囲碁では最大で縦横１９本の線を持つ盤を使うため、

教室の先生からは「宇宙の星の数と同じくらい手がある」と言われてき

たそうだ。初心者は縦横９本の線の盤から始めるのがお勧めだという。

囲碁をしていて楽しいことは試合で勝ったり、相手の陣地を取れたり
したとき。１試合は長いと３時間を超えることもあり、大会では１日に５試合ほどするため１０

時間はかかる。打つ手のパターンがあるため、考えなくてもすぐに打ち返せるという。長時間な

ため集中力が要りそうだが「もう慣れました」と笑顔を見せた。            (泰) 

 

４月１４日(日)、２１日(日)、２８日(日)、２９日(月)に行われた関東

大会予選で約３２０校中ベスト３２に輝いた男子バスケットボール部。部

長の中島聡一朗くん(３Ａ)は今回の大会を、チームの協力があったからこ

その結果だと振り返る。「ベンチメンバーだけでなく、ベンチ外のメンバー

も応援で試合を盛り上げてくれたことが、大きな支えになりました」と笑
顔で話す。 

日本橋高校との３回戦

おかげです」と感謝の言葉を口にした。 

次の大会は５月２６日(日)から行われる

は６７対６５の２点差と

僅差の試合だったそう。「勝つか負けるか分から

ない状況の中で、気持ちを腐らせることなく勝

利に向かって頑張れたのは、部員からの応援の

インターハイ予選。この大会で３年生

は引退となる。中島くんは「シードだか

らとおごらず、しっかり一戦一戦

を勝ち上がりたいです。勝ちにこ

空手道部男子は４月２８日(日)と３０日(火)に成立学園高校で行われた東京都高等学

校空手道大会の男子団体型で関東大会への切符を手にした。大会に出場したのは成澤佑介

くん(３Ａ)、大澤友摩くん(３Ｂ)、小野紘河くん(３Ｉ)。空手道部は２２年連続で関東大

会に出場している。小野くんは「今まで練習してきたことがようやく実った」と出場決定

時の感想を述べた。また、成澤くんは大会に向けた練習で「限られた時間で数をこなし、

お互いに息を合わせることを意識しました」と語る。予選では「感謝」という意味の込め

られた「慈恩」という型で出場し、先生や部

員、先輩方へ感謝の気持ちを伝えたそうだ。 

大澤くんは「関東大会はレベルが高いの

で、１つでも多くの試合で勝ちたいで

す」と意気込む。今回は女子の出場は叶

わなかったが「関東大会へは３人で

行くというより、部全体で出場し過

去の先輩たちの思いを背負って
いくというこ

とを意識した
い」と３人

は 意 気 込

んだ。 

だわることを強く意識してい

きます」と力強く語った。 

 

大
会
報
告 

体
操
部 

５
月
３
日(

金) 

▽
東
京
都
体
操
協
会
主
催
学
年
別

男
女
３
年
生
大
会 

女
子
団
体
２
位 

男
子
団
体
４
位 

 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 

４
月
21
日(

日) 

▽
関
東
予
選
個
人 

１
回
戦
敗
退 

５
月
３
日(

金) 

▽
関
東
予
選
団
体 

２
回
戦
敗
退 

 

将
棋
部 

４
月
29
日(

月) 

▽
全
国
高
等
学
校 囲

碁
選
手
権
大
会 

初
段
認
定 

金
ユ
リ
さ
ん(

２
Ｄ) 

５
月
４
日(

土) 

▽
全
国
高
等
学
校
将
棋
選
手
権
大

会
東
京
地
区
予
選
団
体
戦 

団
体
３
位 

５
月
５
日(

日) 

▽
全
国
高
等
学
校
将
棋
選
手
権
大

会
東
京
地
区
予
選
個
人
戦 

個
人
３
位 

金
ユ
リ
さ
ん 

 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部 

５
月
３
日(

金) 

▽
春
季
大
会
兼
関
東
大
会
予
選 

１
回
戦
敗
退 

 

軽
音
楽
部 

５
月
３
日(

金) 

▽
第
３
回
Ｔ
Ｋ
Ｋ
Ｒ
コ
ピ
バ
ン
祭 

最
優
秀
賞 

６
代
目
繚
乱
繍
者
。 

 

空
手
道
部 

４
月
28
日(

日)

、
30
日(

火) 

▽
東
京
都
高
等
学
校
空
手
道
大
会

男
子
団
体
型 

関
東
大
会
出
場 

 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

４
月
29
日(

月) 

▽
関
東
大
会
予
選
会 

団
体
戦
４
位 

関
東
大
会
出
場 

 

硬
式
テ
ニ
ス
部 

５
月
６
日(

月) 

▽
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
本
戦 

出
場 

藤
田
華
凜
さ
ん(

２
Ｊ) 

 

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 

４
月
14
日(

日)

、
21
日(

日)

、
28

日(

日)

、
29
日(

月) 

▽
関
東
大
会
予
選 

ベ
ス
ト
32 

 

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

４
月
21
日(

日)

、
28
日(

日) 

▽
春
季
リ
ー
グ
戦 

３
位 

５
月
５
日(

日) 

▽
春
季
２
部
大
会 

敗
退 

 

剣
道
部 

４
月
27
日(

土) 

▽
春
季
大
会 

１
回
戦
敗
退 

４
月
29
日(

月) 

▽
春
季
大
会
女
子
団
体 

２
回
戦
敗
退 

          

５
月
９
日(

木) 

予
算
会
議 

５
月
13
日(

火) 

Ｈ
Ｒ
委
員
会 

５
月
15
日(

木) 

生
徒
総
会 

中
央
委
員
会 

随
時
活
動
中 

 

せない場面もあったが、仲間の応援に励まされ改

めて団体戦の良さを感じたそうだ。女子バドミン

トン部は去年の関東大会ではベスト１６で、今年

は錦城で初のベスト８を目標としている。最後に

並木さんは「関東大会まで残り１か月を切ってい

るので、日々の練習を大切にしたいです」と強く意

気込んだ。 

 

女子バドミントン部は

４月２９日(月)に関東大

会予選会で団体戦４位の成

績を収め、関東大会出場を決

めた。 

部長の並木美佳（３Ｄ）さんは
「関東大会出場が決まって安心しま

した。日々の練習をコツコツ積み重
ね、技術面だけでなくメンタル面も強く

なったおかげです」と話す。関東大会に
繋がる大会だったため、始めはいつも以上に緊張して本来の力が出

５月６日(月)に行われた硬式テニスのイ

ンターハイ本戦に、硬式テニス部キャプテ

ンの藤田華凜さん(２Ｊ)が出場した。本戦

に出場する条件は、都内の予選で５回勝利

すること。藤田さんは予選を見事勝ち抜き、

本戦に出場した。日々の練習では、回転が

かかっていたりスピードが速かったりする
ボールを打つことを目標にし、部活内の試合では自分

が嫌だと思うボールを探し、打てるようにしたそう

だ。また、体力などの日頃から積み重ねられる基礎

にも重きをおいたという。本戦の結果は１回戦敗

退。初出場した感想を「練習とはボールのスピ

ードなどが違い、緊張しました」と語った。 

今回の敗因は、自身のメンタルの弱さだと

分析する藤田さん。「試合中手が震えて、焦
りが生まれてしまいまし

た」と悔しさを見せた。次

の大会は夏休み中に予

定されている。毎日の

練習からメンタル

を鍛え、本戦で勝利

できるように頑

張りたい、と締

めくくった。 

体育館で行われた東京都体操協会主催

学年別男女３年生大会で女子は団体２

位、男子は団

体４位の成績

を残した。 

男子団体に出

場したのは濵田康

輔くん(３Ｌ)と宮

本暁くん(３Ｊ)、稗田

隼くん(３Ｂ)、藤綱真

斗くん(３Ｂ)。「メンバー全員、自分のできる限りが尽く

せていたと思います」と主将の濵田くん。試合前にはメン

バーで拳を合わせるルーティーンで、気持ちを作っていた

という４人。今大会が引退前最後の大会のため、表彰台に上ることができてよかったと語った。 

また個人の成績が３位に入賞した濵田くんは「ミスが無ければもっといい成績が狙えたから、３位で

嬉しい反面、悔いが少し残る結果になりました」と言う。試合では後輩の応援が力になったと語り「コ

ツコツ練習することを忘れないで」とメッセ―ジを送った。 

女子団体に出場したのは窪田千春さん(３Ｊ)、木岡彩美さん(３

Ｃ)、須田花音さん(３Ｌ)、住吉厚優美さん(３Ｌ)。最初の種目だっ

た平均台ではミスが多くなってしまったというが「失敗で逆に緊張

が解け、その後の種目はほぼノーミスでした」と窪田さんは話した。 

男女同じ会場だったため、お互いに応援しあうことができたとい

う。体操部は学年の隔てなく仲が良い部活で、当日も「後輩の応援

してくれる声で落ち着けました」と住吉さん。「今度の２年女子大会

の演技楽しみにしているよ」と４人とも後輩へエールを送った。 

囲碁や将棋を一緒にやっ

てくれる仲間募集中です 

５月４日(土)、東京都高等学校

ハンドボール春季大会兼関東大
会都予選でベスト１６を記録したハ

ンドボール部。部長の遠藤亜可理さん
(３Ｆ)は今大会の結果に対して「５位以

内で出場可能になる関東大会に出場でき

なかったのが悔しいです」と語る。最近は大

会続きであったため、大会での反省点を中心
に練習してきたという。 

１番記憶に残っているのはベスト１６を決める

試合。前半終了時に錦城はリードしていたがわずか１

点差に迫られていた。後半では気持ちを入れ替えて１
点１点に集中できたので勝てたと振り返った。遠藤さん

は今大会の反省点として試合相手によってディフェンス

５月３日(金)、桜美林

高等学校で東京の軽音

楽部の高校生が参加し
た、TKKR BND CLUB 主催による

第３回『ＴＫＫＲ コピバン
祭』が開催された。錦城か

らは５人組バンドの「６代

目繚乱繍者。」が出演し、

最優秀賞を受賞した。 

演奏したのはＳｉＭの『GET iT OUT』。アーティ

ストの再現に力を入れたと話し、本番は全体的に

安定し、１番良かった演奏ができたそう。メンバー
は最優勝という結果を受けて「予想していなか

ったのでびっくりしました」と笑顔を見せた。 
これからの目標について、ギター担当の石

川英利佳さん(２Ｄ)は「演奏技術とパフォ

ーマンスを向上させたいです」、バンドリ
ーダーでギター担当の谷垣拓実くん

(３Ｆ)は「引退までの残り半年間、悔

日本ダンス大会のビデオ予選

を通過したダンス部の２年生女
子のグループ「Ａｉｌｌｉｓ」。ダ

ンス部大会係の金子杏慈さん(２

Ｆ)と降矢彩花さん(２Ｌ)の２人に話

を聞いた。 
今回はビデオ予選だったため、ネット上

に掲載されていた大会の審査基準を確認
し練習していたと話す。形やタイミング

などに重点を置き「協調性」の得点を上げ

ようとしたそうだ。金子さんは「それぞれの踊

りには癖があるので直していくのは難しかっ
たです」と振り返る。時には対立することもあっ

たが、協力して大会までに踊りを完成させていっ

たという。 

本選・予選での踊りの名前

力とシュート力が変わって

しまうことを挙げ、今後は

安定させていきたいと話

す。最後に次の大会に向け

て「負けたら引退なのでイ

ンターハイ予選ではベスト

８にいけるようにしたいで

す」と意気込みを述べた。 

 

は『旗捧(かくめい)』。力強い踊

りのなかにも女性のしなやか

いのないよう頑張りたいです」とそ

さや美しさなどが表現されてい

る。降矢さんは「とても体力を使い、合わせるのが大変な踊りです」と

話す。今後は、６月に行われる「ダンスの甲子園」と呼ばれるＤＣＣ

(Dance Club Championship)と、８月に開かれる日本高校ダンス部選手

権の両方で関東予選を突破し、全国大会に出場したいと意気込んだ。 

 

れぞれ意気込んだ。 

 

４
．
２
８
～
５
．
１
５

 

５月３日(金)有明スポーツセンター

新聞委員会では大会報

告を募集しています！ 

大会報告は職員室前の

カウンター、新校舎７

階生徒会室まで！ 
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